
生
活
都
市
・
横
浜
を
み
る

１
　
横
浜
の
都
心
と
郊
外

　
同
じ
横
浜
市
で
も
、
港
を
中
心
に
発
展
し
た

都
心
部
と
東
京
の
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
郊
外

部
で
は
、
街
並
み
や
市
民
の
意
識
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
と
言
わ
れ
て
き

た
。
確
か
に
都
市
形
成
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
戦

前
ま
で
に
そ
の
骨
格
が
出
来
上
が
っ
た
住
宅
市

街
地
の
多
い
臨
海
部
と
、
昭
和
3
0
年
代
ま
で
は

農
村
地
帯
で
、
そ
れ
以
降
、
急
速
に
宅
地
開
発

が
進
ん
だ
内
陸
部
と
に
ざ
っ
く
り
と
市
域
を
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
身
近
な
居
住
環
境
の
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
と

い
う
点
で
も
、
都
心
部
で
は
交
通
や
買
い
物
な

ど
の
「
利
便
性
」
が
、
郊
外
部
で
は
自
然
環
境

や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
「
う
る
お
い
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

　
都
心
―
郊
外
と
い
う
切
り
口
で
、
横
浜
の
都

市
構
造
や
市
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
眺
め
て
み

る
こ
と
は
、
万
華
鏡
の
よ
う
に
多
彩
な
横
浜
の

「
ま
ち
」
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
市
民
の
生
活
課
題

を
理
解
し
て
い
く
た
め
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
横
浜
の
都
心
（
及
び
そ
の
周
辺
）

部
と
郊
外
部
の
各
々
の
成
り
立
ち
を
振
り
返
り
、

●
注
１
　
都
心
―
郊
外
の
区
分

横
浜
市
の
住
宅
基
本
計
画
（
平
成
７
年
度
策
定
）
で
は
、

平
成
1
2
年
度
に
全
線
開
通
し
た
「
環
状
２
号
線
」
を
境

に
し
て
、
そ
の
内
側
の
住
宅
市
街
地
を
都
心
・
都
心
周

辺
部
、
外
側
を
郊
外
部
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
白

書
で
は
、
そ
の
分
類
に
従
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
都
心
及

び
そ
の
周
辺
と
い
う
場
合
に
は
環
状
２
号
線
の
内
側
を
、

郊
外
と
い
う
場
合
に
は
環
状
２
号
線
の
外
側
を
示
し
て
い

る
。

住宅市街地類型図

資料：横浜市住宅基本計画（平成７年度）

近
年
の
「
都
心
回
帰
と
郊
外
の
成
熟
化
」
と
い

う
社
会
動
向
の
変
化
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
中
で
、

私
た
ち
の
暮
ら
す
横
浜
の
ま
ち
が
、
ど
の
よ
う

に
形
づ
く
ら
れ
、
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
を
考
え
る
。
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２

都
心
・
都
心
周
辺
部
の
成
り
立
ち

　
横
浜
の
市
街
地
形
成
は
、
1
8
5
8
年
の
日

米
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
今
の
関
内
地
区
が

「
開
港
場
」
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
っ

て
い
る
。
当
時
、
江
戸
湾
有
数
の
湊
（
み
な
と
）

を
持
ち
、
船
運
に
恵
ま
れ
、
東
海
道
と
直
結
し

て
い
た
神
奈
川
宿
で
は
な
く
、
横
浜
村
が
居
留

地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
「
東
海
道
か
ら
野
毛

山
と
海
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
離
れ
島
の
よ
う
な

地
形
」
が
幕
府
に
よ
っ
て
外
国
人
と
日
本
人
を

分
離
す
る
の
に
都
合
が
よ
か
っ
た
た
め
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
開
港
当
初
の
市
民
の
居
住
地
は
、
内
外
の
貿

易
商
人
が
集
ま
る
関
内
地
区
と
、
小
商
人
や
職

人
・
労
働
者
が
暮
ら
し
た
関
外
地
区
、
そ
し
て

周
辺
の
農
村
部
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
横
浜
の
市
街
地
の
構
造
は
明
治
か
ら
大
正

の
始
め
ぐ
ら
い
ま
で
続
い
た
。

　
横
浜
に
お
い
て
住
宅
地
と
し
て
の
市
街
地
が

広
が
る
の
は
「
関
東
大
震
災
」
以
後
で
あ
る
。

こ
の
震
災
に
よ
っ
て
、
横
浜
の
港
湾
機
能
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
が
、
結
果
的
に
は
震

災
復
興
を
き
っ
か
け
に
市
街
地
が
広
が
る
と
と

も
に
、
昭
和
２
年
に
は
第
３
次
市
域
拡
張
に
よ

っ
て
、
現
在
の
都
心
・
都
心
周
辺
部
（
環
状
２

号
線
の
内
側
エ
リ
ア
）
が
ほ
ぼ
す
べ
て
横
浜
市

と
な
っ
た
。

　
こ
の
時
期
の
市
街
化
は
、
既
に
臨
海
河
口
部

に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
工
業
地
帯
を
貫
通
す

る
鶴
見
川
や
帷
子
川
、
大
岡
川
と
い
っ
た
運
河

を
遡
る
よ
う
に
西
へ
と
広
が
る
と
と
も
に
、
港

を
囲
む
崖
線
に
沿
っ
て
、
南
は
本
牧
、
根
岸
、

磯
子
、
屏
風
ヶ
浦
、
北
は
神
奈
川
、
白
幡
、
子

安
、
生
麦
、
鶴
見
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
住
宅
地
の
拡
大
を
促
進
し
た
の
が
、

昭
和
初
期
に
市
内
に
開
通
し
た
東
横
電
鉄
や
湘

南
電
鉄
な
ど
の
鉄
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
よ

り
も
戦
前
の
市
街
地
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
は
「
市
電
」
蕗
面
電
車
）
の
存
在
で

あ
っ
た
。
伊
勢
佐
木
町
を
筆
頭
に
弘
明
寺
や
大

口
、
六
角
橋
、
洪
福
寺
な
ど
市
電
の
主
要
な
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
は
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、
臨
海
斤

陵
部
や
運
河
沿
い
の
住
宅
地
が
網
の
目
の
よ
う

に
結
ば
れ
て
い
っ
た
。

　
市
電
を
動
線
に
し
て
丘
と
運
河
と
港
が
結
ば

れ
る
こ
と
に
よ
り
市
街
地
が
拡
大
す
る
と
い
う

構
造
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
や
戦
後
の
復
興
か

経
て
、
基
本
的
に
は
昭
和
3
0
年
代
ま
で
続
く
。

自
動
車
交
通
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、
路
面
電
車

（
市
電
）
が
廃
止
さ
れ
、
運
河
が
そ
の
機
能
を
失

っ
て
単
な
る
水
路
と
な
り
、
ま
た
は
埋
め
立
て

市域拡張沿革図

３

郊
外
部
の
成
り
立
ち

　
昭
和
3
9
年
に
発
行
さ
れ
た
「
横
浜
市
民
生
活

白
書
3
9
」
は
、
自
立
し
た
港
湾
都
市
・
横
浜
を

変
え
て
し
ま
う
外
か
ら
の
大
き
な
力
を
「
東
京

の
衛
星
都
市
化
」
と
表
現
し
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

ら
れ
て
し
ま
っ
た
現
在
と
な
っ
て
は
、
環
状
２

号
線
よ
り
内
側
に
あ
る
横
浜
の
市
街
地
を
形
づ

く
っ
て
い
た
都
市
構
造
は
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
横
浜
で

生
ま
れ
育
っ
た
市
民
が
市
電
や
運
河
を
懐
か
し

む
の
は
、
そ
れ
ら
が
、
彼
ら
の
日
常
の
生
活
―

―
「
職
・
遊
・
学
・
住
」
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
の

記
憶
に
結
び
つ
い
た
横
浜
の
原
風
景
と
し
て
存

在
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
で
も
、
都
心
及
び
そ
の
周
辺
市
街
地
は
、

市
電
の
路
線
が
そ
の
ま
ま
バ
ス
路
線
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
た
め
、
公
共
交
通
網
が
発
達
し
て

お
り
、
さ
ら
に
関
内
・
関
外
地
区
や
み
な
と
み

ら
い
2
1
地
区
、
横
浜
駅
周
辺
や
京
浜
工
業
地
帯

な
ど
の
市
内
の
主
要
な
職
・
遊
空
間
と
住
宅
と

が
近
接
し
て
い
る
と
い
う
特
性
を
失
っ
て
は
い

な
い
。
そ
の
反
面
、
全
体
に
狭
い
道
路
が
多
く
、

規
模
・
設
備
が
不
十
分
な
ま
ま
老
朽
化
し
た
戦

前
や
戦
後
復
興
期
の
木
造
住
宅
も
多
く
存
在
し

て
い
る
。

　
「
東
京
へ
の
人
口
集
中
は
日
本
経
済
の
高
度
成

長
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
に
あ
ふ

れ
た
人
口
は
、
土
地
を
求
め
、
住
宅
を
求
め
て

郊
外
へ
と
押
し
出
さ
れ
、
首
都
圏
人
口
2
5
0

0
万
と
い
う
世
界
に
類
を
み
な
い
化
け
物
の
よ

61　第3章　地域にみる横浜の今



う
な
大
都
市
圏
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

横
浜
は
、
昭
和
3
0
年
以
降
、
そ
の
大
き
な
波
の

中
に
完
全
に
巻
き
込
ま
れ
て
き
た
。
特
に
後
背

地
の
農
村
、
丘
陵
地
帯
で
は
、
民
間
不
動
産
資

本
や
私
鉄
企
業
に
よ
る
住
宅
地
化
が
全
く
無
秩

序
に
進
行
し
、
生
活
環
境
施
設
の
立
地
は
遅
れ
、

皆
無
に
近
い
公
共
施
設
、
地
価
の
上
昇
な
ど
新

し
い
問
題
が
拡
大
し
て
い
る
。
」

　
事
実
、
昭
和
3
0
年
か
ら
昭
和
4
5
年
を
ピ
ー
ク

と
す
る
横
浜
市
の
人
口
増
加
は
き
わ
め
て
急
激

な
も
の
で
あ
り
、
社
会
増
だ
け
で
年
間
４
万
～

６
万
人
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
受
け
皿
に
な
っ

た
の
が
主
に
環
状
２
号
線
よ
り
外
側
の
内
陸
部

で
、
横
浜
に
お
け
る
最
初
の
郊
外
は
、
こ
の
時

期
の
東
京
か
ら
の
急
激
な
人
口
流
入
が
も
た
ら

す
無
秩
序
な
市
街
化
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
横
浜
市
は
、
昭
和

4
0
年
代
半
ば
以
降
、
人
口
抑
制
と
環
境
保
持
の

た
め
に
市
域
の
約
４
分
の
１
（
環
状
２
号
線
の

外
側
の
ほ
ぼ
半
分
の
エ
リ
ア
）
を
市
街
化
調
整

区
域
と
し
緑
や
農
地
を
保
全
す
る
一
方
で
、
市

街
化
区
域
内
で
も
一
戸
建
て
を
中
心
し
た
良
好

な
住
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
第
一
種
住
居
専

用
地
域
を
広
く
指
定
す
る
な
ど
の
都
市
政
策
を

実
施
し
て
き
た
。

　
規
制
だ
け
で
は
な
い
。
区
画
整
理
な
ど
の
手

法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
住
宅
都
市
整
備

公
団
（
現
・
都
市
整
備
公
団
）
や
民
間
鉄
道
事

業
者
等
に
よ
る
田
園
都
市
沿
線
や
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
、
洋
光
台
・
港
南
台
の
よ
う
な
鉄
道
整

備
と
一
体
と
な
っ
た
大
規
模
か
つ
計
画
的
な
住

宅
開
発
を
誘
導
し
た
。
美
し
い
街
並
み
や
緑
豊

か
な
自
然
環
境
と
い
っ
た
「
う
る
お
い
・
ア
メ

ニ
テ
ィ
」
と
、
住
宅
か
ら
駅
が
近
く
、
駅
周
辺

に
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
と
い
う
「
利
便

性
」
と
が
両
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
図

つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
郊
外

の
住
宅
街
は
、
昭
和
6
0
年
代
に
は
、

「
金
曜
日
の
妻
た
ち
へ
」
な
ど
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
り
、
虚

実
交
え
て
描
か
れ
た
住
民
の
華
や

か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
バ
ブ

ル
に
よ
っ
て
高
騰
す
る
地
価
と
と

も
に
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
た
。

　
昭
和
3
0
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
か
ら
6
0
年
代
の
バ
ブ
ル
期
ま
で
、

東
京
へ
の
一
極
集
中
が
進
む
中
で
、

一
貫
し
て
横
浜
の
内
陸
部
は
、
東
京
の
べ
ッ
ド

タ
ウ
ン
の
性
格
を
強
め
な
が
ら
首
都
圏
の
膨
張

と
と
も
に
人
口
を
増
大
さ
せ
、
発
展
し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
が
、
職
・
遊
な
ど
の
生
活
の
重
心
を

４

都
心
回
帰
と
成
熟
す
る
郊
外

近
年
の
人
口
趨
勢

　
社
会
や
経
済
が
成
長
期
に
あ
り
、
都
市
が
膨

張
し
続
け
、
そ
の
成
長
管
理
が
求
め
ら
れ
た
時

代
か
ら
、
社
会
全
体
が
成
熟
化
し
、
経
済
が
低

迷
す
る
中
で
、
活
力
あ
る
都
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
発
展
し
続
け
る
か
が
問
わ
れ
る
時
代
へ
と

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
横
浜

の
都
心
と
郊
外
の
関
係
も
近
年
、
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
成
長
期
の
都
市
の
定
説
の
一
つ
は

ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
と
呼
ば
れ
、
「
都
心
の
人
口
は

空
洞
化
し
続
け
、
そ
れ
を
吸
収
す
る
形
で
外
延
部

の
郊
外
の
人
口
は
増
え
続
け
る
」
と
さ
れ
て
き

た
。
事
実
、
横
浜
の
人
口
も
そ
の
よ
う
に
増
え

続
け
て
き
た
。

　
し
か
し
近
年
、
東
京
都
心
に
も
人
口
が
戻
り

始
め
て
い
る
。
昭
和
3
9
年
か
ら
3
3
年
間
転
出
超

過
が
続
い
て
い
た
東
京
2
3
区
の
人
口
が
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
、
転
出
者
が
減
少
し
、
平
成
９
年
に

は
転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
る
転
入
超
過
に
転

じ
た
。
平
成
1
0
年
以
降
は
転
入
超
過
が
２
万
人

を
超
え
て
い
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
近
年
の
地
価
の
下
落

や
超
低
金
利
、
企
業
の
遊
休
地
の
放
出
な
ど
を

背
景
に
、
2
3
区
内
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給

ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
に
も

手
が
届
く
価
格
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
言

わ
れ
る
。

　
こ
の
都
心
回
帰
現
象
は
、
東
京
都
心
の
み
な

ら
ず
、
横
浜
都
心
部
で
も
起
こ
り
始
め
て
い
る
。

長
い
間
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
中
区
や
西
区
、
南

区
の
人
口
が
平
成
７
～
９
年
を
境
に
増
加
傾
向

に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
特
に
中
区
の
人
口
増
加

は
著
し
い
。
ま
た
、
環
状
２
号
線
の
内
側
の
地

域
全
体
で
も
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
東
京
や
横
浜
の
都
心
部
が
居
住
空
間
と
し
て

回
復
し
始
め
て
い
る
と
い
う
現
象
は
、
そ
の
転

出
人
口
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
続
け
て
き
た

横
浜
の
郊
外
部
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
横
浜
の
郊
外
部

に
住
ん
で
い
る
層
に
も
「
自
然
環
境
の
豊
か
さ
」

と
「
都
市
生
活
の
利
便
性
」
を
秤
に
か
け
て
、

後
者
を
選
び
取
り
都
心
へ
と
回
帰
し
て
い
く
流

れ
が
起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
事
実
、
郊
外
区
の
中
に
も
転
出
超
過
で
、
人

口
減
に
な
る
区
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
東
京
都

心
に
近
い
北
部
の
区
（
港
北
区
、
緑
区
、
都
筑

横
浜
都
心
部
よ
り
も
東
京
に
お
く
、
「
横
浜
都
民
」

と
呼
ば
れ
る
郊
外
部
住
民
の
典
型
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
、
現
在
に
至
る
ま
で
生
み
出
し
て

い
る
。
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横浜の住宅市街地の分類

｢横浜市住宅基本計画｣(平成７年度)における｢都心･

都心周辺部｣､｢郊外部｣の２分類に､近年の人口趨勢

から､郊外部をさらに北部、南西部に区分。



区
、
青
葉
区
）
で
は
住
宅
開
発
が
進
み
、
人
口

が
増
加
し
続
け
て
い
る
が
、
東
京
へ
の
通
勤
に

時
間
が
か
か
り
、
市
街
地
と
し
て
の
成
熟
化
の

度
合
い
が
比
較
的
高
い
南
西
部
の
区
に
人
口
の

減
少
傾
向
が
生
じ
、
郊
外
部
の
中
で
も
人
口
動

態
で
見
る
限
り
、
成
長
傾
向
と
成
熟
傾
向
に
二

極
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
二
極
化
傾
向
を
行
政
区
別
で
は
な
く
、

も
う
少
し
広
い
範
囲
で
見
て
み
よ
う
。

　
郊
外
部
（
環
状
２
号
線
の
外
側
エ
リ
ア
）
を

横
浜
線
・
鶴
見
川
を
境
に
北
側
エ
リ
ア
（
北
部

郊
外
）
と
南
側
エ
リ
ア
（
南
西
部
郊
外
）
と
に

分
け
、
平
成
７
年
と
平
成
1
2
年
の
人
口
増
加
率

を
比
較
す
る
と
、
北
部
郊
外
は
2
1
％
と
著
し
く

増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
西
部
郊
外
は

８
％
と
増
加
は
し
て
い
る
も
の
の
、
環
状
２
号

線
の
内
側
の
都
心
・
都
心
周
辺
部
（
９
％
）
よ

り
増
加
率
が
下
回
っ
て
い
る
。

　
「
郊
外
部
に
は
、
働
き
盛
り
の
子
育
て
層
が
住

み
、
高
齢
化
率
は
低
い
」
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
定
説
も
、
あ
る
意
味
で
崩
れ
つ
つ
あ
る
。

　
平
成
1
2
年
度
の
国
勢
調
査
で
は
各
区
の
高
齢

化
率
は
上
位
が
西
、
中
、
南
区
で
あ
り
、
低
い

区
は
都
筑
、
青
葉
、
泉
区
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

依
然
と
し
て
都
心
の
区
は
高
齢
化
率
が
高
く
、

郊
外
区
は
低
い
と
い
う
人
口
構
造
だ
が
、
郊
外

区
で
は
、
少
子
局
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。

　
平
成
９
年
か
ら
平
成
1
2
年
ま
で
の
３
年
間
の

傾
向
を
見
て
も
、
1
5
歳
未
満
の
年
少
人
口
は
、

郊
外
区
で
も
都
筑
区
、
港
北
区
、
青
葉
区
を
除

い
て
軒
並
み
減
少
し
て
お
り
、
緑
区
、
金
沢
区
、

旭
区
、
戸
塚
区
、
瀬
谷
区
、
港
南
区
、
栄
区
は
、

市
の
平
均
を
上
回
る
減
少
率
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
6
5
歳
以
上
の
高
齢
人
口
を
見
て
も
、
郊

外
区
の
方
が
、
都
心
・
都
心
周
辺
部
の
区
よ
り

も
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。

　
郊
外
部
も
ま
た
、
南
西
部
を
中
心
に
、
急
速

に
子
ど
も
の
少
な
い
高
齢
者
の
街
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
む
経
済
社
会
の
大
き
な
転

換
期
に
あ
っ
て
、
横
浜
の
市
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
暮
ら
す
街
で
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
「
安
全
・
安
心
」
や

「
利
便
性
」
、
「
う
る
お
い
・
快
適
さ
」
と
い
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
個
性
に
応
じ
た
「
暮
ら
し

や
す
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
だ
し
、
ま
た

守
り
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
湾
岸
沿
い
の
「
埋
め
立

て
市
街
地
」
か
ら
出
発
し
、
「
臨
海
丘
陵
部
」
を

越
え
、
河
川
低
地
を
辿
り
、
市
の
内
陸
丘
陵
部

へ
と
、
市
域
を
地
形
に
沿
っ
て
東
か
ら
西
へ
と

歩
み
を
進
め
な
が
ら
、
都
心
と
郊
外
と
い
う
枠

組
み
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
固
有
の
歴
史
や
景

観
に
彩
ら
れ
た
横
浜
の
ま
ち
の
姿
を
見
て
み
た

い
。

　
そ
こ
で
は
、
暮
ら
し
や
す
さ
を
求
め
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
市
民
が
生
活
の
営
み
や
、
居
住
環
境

を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
の
活
動
を
地
域

ご
と
に
繰
り
広
げ
て
い
る
。

65歳以上の人口増加率

(平成９年～12年)

3地区の人口の世代別比率 区別の社会増加数(平成９年～12年)

3地区の人口増加率
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